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「
代
替
医
療
」
「
補
完
療
法
」
と
称
さ
れ
る
治
療
法
の
歴
史
的
展
開
を
記

述
し
、
ま
さ
に
副
題
に
い
う
水
と
ハ
ー
ブ
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
を
織
り
込

ん
で
い
く
。
こ
こ
は
ま
さ
に
著
者
の
独
壇
場
で
あ
る
。
特
に
第
六
章
で

は
薬
学
者
で
も
あ
る
著
者
の
自
然
薬
物
へ
の
博
識
が
披
瀝
さ
れ
、
メ
ッ

セ
ゲ
の
植
物
療
法
や
ハ
ー
ネ
マ
ン
の
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
な
ど
の
理
解
に
大

い
に
学
ば
さ
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

「
終
章
〈
癒
し
〉
の
プ
ロ
ブ
レ
マ
テ
ィ
ー
ク
」
で
は
生
殖
医
療
技
術

の
現
代
的
動
向
に
触
れ
な
が
ら
、
本
書
で
取
り
上
げ
た
世
界
が
指
向
す

る
「
魂
へ
の
配
慮
」
と
し
て
の
養
生
の
あ
り
方
と
自
然
性
と
霊
性
の
再

獲
得
を
論
じ
て
い
る
。
代
替
医
療
の
現
代
的
評
価
が
著
し
い
現
代
に
お

い
て
、
養
生
の
意
義
と
そ
の
展
開
の
多
様
性
を
示
し
た
本
書
の
あ
り
方

に
わ
が
意
を
得
た
と
思
う
の
は
評
者
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。（

瀧
澤
利
行
）

小
高
健
編

『
長
與
又
郎
日
記
近
代
化
を
推
進
し
た
医
学
者
の
記
録
」

本
書
は
、
近
代
日
本
の
医
療
行
政
・
衛
生
行
政
の
基
礎
を
築
い
た
長

與
專
齋
の
三
男
で
、
東
京
帝
国
大
学
総
長
を
つ
と
め
た
長
與
又
郎
の
日

記
と
そ
の
解
説
か
ら
な
る
著
作
で
あ
る
。
編
者
の
小
高
健
氏
は
長
與

〔
世
界
思
想
社
、
京
都
市
左
京
区
岩
倉
南
桑
原
町
五
六
、
電
話
○
七
五
Ｉ

七
二
一
’
六
五
○
六
、
平
成
十
四
年
三
月
三
十
日
、
四
六
判
、
二
九
八

頁
、
一
九
○
○
円
〕

又
郎
も
深
く
関
与
し
た
伝
染
病
研
究
所
の
後
身
で
あ
る
東
京
大
学
医
科

学
研
究
所
の
教
授
を
つ
と
め
た
。
す
で
に
著
者
は
「
傳
染
病
研
究
所
』

（
学
会
出
版
セ
ン
タ
ー
刊
）
に
よ
っ
て
こ
の
間
の
事
情
を
著
し
て
い
る
。

長
與
又
郎
に
つ
い
て
は
す
で
に
戦
前
の
昭
和
十
九
年
に
『
長
與
又
郎

傳
」
（
長
與
博
士
記
念
会
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
は
長
與
自
身

の
膨
大
な
日
記
を
も
と
に
、
編
者
に
よ
る
詳
細
な
註
と
解
説
が
章
ご
と

に
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
し
て
も
、
本
書
が
長
與
又
郎
に
つ

い
て
知
る
た
め
の
第
一
級
の
原
史
料
で
あ
る
と
同
時
に
研
究
書
で
あ
る

こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
。

本
書
は
上
下
二
巻
よ
り
な
り
、
上
巻
六
六
○
頁
、
下
巻
六
六
四
頁
の

計
千
三
百
二
十
四
頁
の
分
量
で
あ
る
。
通
読
だ
け
で
も
相
当
の
時
日
を

要
す
る
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
評
者
は
上
下
二
巻
を
ほ
ぼ
二
日
で
読

了
し
た
。
も
ち
ろ
ん
ゞ
一
日
の
ほ
と
ん
ど
を
費
や
し
て
で
は
あ
っ
た
が
。

こ
れ
は
評
者
の
読
書
力
を
誇
る
の
で
は
決
し
て
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
に
面

白
く
ま
た
感
慨
深
く
読
め
た
の
で
あ
る
。

同
書
の
上
巻
は
長
與
の
出
生
、
幼
少
時
、
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学

の
修
学
時
代
、
助
手
、
講
師
、
助
教
授
、
そ
し
て
三
十
三
歳
の
若
さ
で

病
理
学
教
室
の
教
授
と
な
る
ま
で
、
そ
し
て
伝
染
病
研
究
所
の
兼
務
時

代
、
蒄
虫
病
の
実
地
調
査
、
伝
染
病
研
究
所
所
長
時
代
、
医
学
部
長
時

代
、
癌
研
究
会
会
頭
、
帝
大
野
球
部
長
、
国
立
公
衆
衛
生
院
の
設
立
な

ど
二
十
二
の
章
よ
り
な
っ
て
い
る
。
主
と
し
て
長
與
の
東
京
帝
国
大
学

総
長
就
任
以
前
の
こ
と
を
中
心
に
書
か
れ
て
い
る
。

下
巻
は
昭
和
九
年
十
二
月
に
東
京
帝
国
大
学
総
長
に
就
任
し
て
以

来
、
昭
和
十
六
年
八
月
に
逝
去
す
る
ま
で
の
間
を
二
十
の
章
で
構
成
し
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て
い
る
。
こ
の
間
に
は
美
濃
部
達
吉
の
天
皇
機
関
説
問
題
（
昭
和
十

年
）
、
二
・
二
六
事
件
（
昭
和
十
一
年
）
、
瞳
溝
橋
事
件
ｌ
日
中
戦
争
勃

発
（
昭
和
十
二
年
）
、
矢
内
原
事
件
（
昭
和
十
二
年
）
と
大
学
の
内
外
に

お
い
て
騒
然
た
る
事
件
が
続
発
し
、
戦
争
へ
の
足
音
が
高
鳴
っ
て
く
る

時
期
に
あ
た
っ
て
い
る
。
昭
和
十
三
年
十
一
月
に
四
年
弱
の
任
期
の
の

ち
、
長
與
は
総
長
を
辞
任
す
る
が
、
そ
の
後
わ
ず
か
三
年
で
逝
去
に
至

る
。
そ
れ
は
奇
し
く
も
日
米
開
戦
の
四
ヶ
月
前
で
あ
っ
た
。

決
し
て
当
時
の
平
均
寿
命
か
ら
す
れ
ば
短
く
は
な
く
、
さ
り
と
て
必

ず
し
も
長
命
と
は
い
え
な
い
長
與
の
生
涯
で
は
あ
っ
た
が
、
明
治
医
学

界
に
お
け
る
元
勲
と
も
い
え
る
長
與
專
齋
を
父
に
も
ち
、
し
か
も
本
人

自
身
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
を
席
次
二
番
で
卒
業
し
病
理
学
者
と
し

て
も
業
績
を
上
げ
た
医
学
者
で
、
し
か
も
短
艇
と
野
球
を
愛
好
し
た
多

面
性
を
も
つ
長
與
の
日
記
と
そ
の
詳
細
な
解
説
を
わ
ず
か
な
紙
幅
で
語

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
や
は
り
す
べ
て
は
読
了
し
て
か
ら
の
話
で

あ
る
と
の
観
を
強
く
も
つ
。
し
か
し
な
が
ら
、
評
者
の
目
下
の
関
心
と

非
常
に
重
な
る
点
で
大
い
に
感
慨
深
く
読
ん
だ
点
が
あ
る
の
で
、
そ
こ

を
中
心
に
若
干
の
読
後
感
を
交
え
た
い
。

筆
者
の
感
慨
を
深
く
し
た
点
は
長
與
の
大
学
人
と
し
て
の
身
の
処
し

方
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
言
で
い
え
ば
「
大
学
の
自
治
」
の
慣
行
を
い
か

に
し
て
守
る
か
、
そ
の
基
本
と
な
る
学
部
教
授
会
の
自
治
と
そ
の
質
を

ど
の
よ
う
に
保
つ
か
に
つ
き
、
長
與
が
特
段
の
努
力
を
払
っ
て
い
る
こ

と
が
日
記
の
リ
ア
ル
な
記
述
に
よ
っ
て
鮮
明
に
描
か
れ
て
い
る
。
例
え

ば
「
第
十
章
医
学
部
人
事
と
医
学
教
育
」
で
は
、
長
與
が
医
学
部
教

授
会
に
助
教
授
を
出
席
さ
せ
る
こ
と
に
積
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
描
か

れ
て
い
る
。
長
與
は
い
う
。
「
自
ら
教
授
に
な
っ
た
後
は
、
他
に
同
列
の

者
が
多
く
な
る
こ
と
を
好
ま
ぬ
小
さ
な
腹
を
持
っ
て
お
る
も
の
が
随
分

あ
る
様
だ
。
そ
し
て
こ
の
組
に
属
す
る
教
授
は
皆
能
力
の
比
較
的
劣
等

な
学
術
上
の
仕
事
を
し
な
い
人
に
定
っ
て
い
る
の
は
可
笑
し
い
が
、
考

え
て
み
る
と
そ
う
あ
り
そ
う
な
事
だ
。
」
と
書
い
て
い
る
の
に
は
現
代

と
あ
ま
り
の
相
似
に
驚
い
た
。
ま
た
、
同
じ
章
で
小
金
井
良
精
（
解
剖

学
教
授
）
の
停
年
に
あ
た
っ
て
「
真
面
目
な
力
の
あ
る
教
授
を
送
る
の

は
惜
し
い
が
、
惜
い
位
の
人
を
送
ら
な
け
れ
ば
改
革
は
出
来
な
い
。
」
と

断
言
し
て
い
る
様
子
は
実
に
さ
わ
や
か
で
あ
る
。
ま
た
、
第
二
十
章

「
配
属
将
校
問
題
」
で
は
医
学
部
長
時
代
に
起
き
た
軍
事
教
練
の
配
属

将
校
一
名
増
員
問
題
に
お
け
る
大
学
の
自
治
の
守
り
方
は
こ
と
長
與
に

限
ら
ず
当
時
の
東
京
帝
国
大
学
教
授
陣
の
自
治
の
あ
り
方
を
考
え
る
上

で
大
い
に
参
考
に
な
る
。
長
與
は
大
学
の
自
治
と
内
部
か
ら
の
耐
え
ざ

る
改
革
を
指
向
し
て
い
た
点
で
リ
ベ
ラ
ル
な
大
学
人
で
あ
っ
た
が
、
闘

争
的
で
は
な
く
、
融
和
的
で
バ
ラ
ン
ス
感
覚
に
富
ん
だ
常
識
人
で
あ
っ

た
。
こ
の
点
は
矢
内
原
事
件
な
ど
で
見
せ
た
長
與
の
態
度
に
一
貫
し
て

い
る
。さ

て
、
編
者
の
こ
の
日
記
の
編
集
に
臨
む
態
度
が
並
々
な
ら
ぬ
も
の

で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
本
書
中
の
解
説
部
分
の
量
を
見
れ
ば
分
か
る
。

そ
の
解
説
部
分
と
註
だ
け
で
も
優
に
一
冊
の
本
が
編
め
る
ほ
ど
に
充
実

し
て
い
る
。
註
の
内
容
も
単
に
事
実
の
提
示
に
と
ど
ま
ら
ず
歴
史
的
な

詳
細
な
配
慮
が
そ
こ
こ
こ
に
行
わ
れ
て
い
る
。
関
連
調
査
も
周
到
に
行

っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
も
一
読
に
値
す
る
。

本
書
は
一
人
の
医
学
者
の
記
録
を
通
し
た
近
代
日
本
に
お
け
る
大
学
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と
学
問
の
発
展
史
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
リ
ァ
リ
テ
ィ
の

価
値
は
将
来
に
わ
た
っ
て
燦
然
た
る
も
の
と
し
て
残
る
だ
ろ
う
。

（
瀧
澤
利
行
）

〔
学
会
出
版
セ
ン
タ
ー
、
東
京
都
文
京
区
本
郷
六
’
二
’
一
○
、
電
話
○

三
’
三
八
一
四
’
二
○
○
一
、
上
巻
平
成
十
三
年
三
月
二
○
日
、
四
六

判
、
六
六
○
頁
、
本
体
七
○
○
○
円
、
下
巻
平
成
十
四
年
六
月
五
日
、

四
六
判
、
六
六
四
頁
、
本
体
七
○
○
○
円
〕

石
塚
久
郎
、
鈴
木
晃
仁
編

『
身
体
医
文
化
論
ｌ
感
覚
と
欲
望
』

面
白
い
論
集
が
誕
生
し
た
。
医
、
身
体
か
ら
喚
起
さ
れ
る
豊
穣
な
イ

メ
ー
ジ
を
、
英
文
学
、
英
国
ル
ネ
サ
ン
ス
演
劇
、
英
国
史
、
表
象
文
化

論
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
文
系
育
ち
の
若
い
頭
脳
が
、
枠
を
越
え
多
彩

な
視
点
か
ら
自
由
自
在
に
料
理
し
て
の
け
て
い
く
。
も
ち
ろ
ん
、
医
学

史
、
科
学
史
、
比
較
神
経
解
剖
学
と
理
系
に
も
関
わ
る
分
野
を
専
攻
す

る
研
究
者
た
ち
も
参
加
し
て
い
る
が
、
ご
く
少
数
に
す
ぎ
な
い
。

「
身
体
医
文
化
論
」
と
い
う
新
し
い
言
葉
を
表
題
に
掲
げ
た
、
こ
の
論

集
の
誕
生
の
背
景
に
は
、
一
九
八
○
年
代
以
降
の
欧
米
に
お
け
る
「
医

学
史
」
に
向
け
ら
れ
る
眼
差
し
の
変
容
と
、
英
国
に
長
期
間
留
学
し
、

英
語
・
日
本
語
ど
ち
ら
を
も
自
由
に
駆
使
し
て
活
発
に
議
論
を
交
換
し

あ
い
独
自
の
論
を
構
築
し
て
い
け
る
一
九
六
○
’
七
○
年
代
生
ま
れ
の

若
い
研
究
者
た
ち
の
、
集
団
と
し
て
の
華
々
し
い
登
場
が
あ
る
。

彼
ら
の
集
団
と
し
て
の
活
動
の
場
で
あ
る
「
身
体
文
化
研
究
会
」
は
、

慶
応
義
塾
大
学
の
学
事
振
興
基
金
の
助
成
を
受
け
継
続
的
な
研
究
会
活

動
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
論
集
は
、
こ
の
研
究
会
に
お
い
て
二
○
○
○

年
度
に
「
感
覚
と
欲
望
」
を
テ
ー
マ
に
発
表
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
巧
本

の
ペ
ー
パ
ー
と
石
塚
、
鈴
木
に
よ
る
比
較
的
長
文
の
序
章
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
。

文
字
通
り
多
様
多
彩
な
論
考
が
並
べ
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
短
い
紙
幅

で
は
到
底
す
べ
て
を
網
羅
し
て
論
評
を
加
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
。
せ
め
て
、
表
題
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

第
１
部
、
「
十
七
・
十
八
世
紀
ｌ
身
体
の
神
学
と
情
念
の
劇
場
」
に
は
、

次
の
四
本
の
論
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
小
菅
隼
人
「
表
れ
る
内
面
ｌ

「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
に
見
る
演
劇
の
力
」
、
那
須
敬
「
病
と
し
て
の
異
端
’

十
七
世
紀
内
戦
期
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
神
学
と
医
学
」
、
鈴
木
晃

仁
「
霊
魂
と
身
体
の
政
治
的
メ
タ
フ
ァ
ー
の
類
型
学
’
十
七
世
紀
の
情

念
論
を
中
心
に
」
、
石
塚
久
郎
「
ア
プ
ル
ガ
ー
ス
の
神
経
神
学
Ｉ
霊
的
感

覚
と
来
世
の
身
体
」
。

第
Ⅱ
部
「
十
九
世
紀
ｌ
表
象
す
る
医
学
・
表
象
の
中
の
医
学
」
に
は
、

次
の
五
本
。
横
山
千
晶
「
見
ら
れ
る
身
体
・
診
ら
れ
る
身
体
ｌ
解
剖
と

女
性
の
図
像
学
」
、
中
村
哲
子
「
乳
癌
を
病
む
ド
ゥ
ラ
ク
ー
ル
子
爵
夫

人
、
そ
し
て
女
の
欲
望
ｌ
マ
ラ
イ
ア
・
エ
ッ
ジ
ワ
ー
ス
の
「
ベ
リ
ン
ダ
」

（
一
八
○
一
年
）
を
め
ぐ
っ
て
」
、
ア
ル
ヴ
ィ
宮
本
な
ほ
子
「
恐
ろ
し
き

均
衡
ｌ
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
の
創
る
ロ
マ
ン
派
的
身
体
」
、
村
山
敏
勝
「
メ
ア

リ
ー
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ブ
ラ
ッ
ド
ン
「
医
師
の
妻
」
ｌ
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン

と
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
と
、
上
山
隆
大
「
感
覚
の
治
療
と
欲
望
の
市
場
Ｉ


